
飛田雄一（ひだ ゆういち、神戸学生青年センター館長）の本 

 

 
飛田雄一『現場を歩く現場を綴る—日本・コリア・キリスト

教』（かんよう出版、2016.6、四六版、250頁、1620

円）  

＜ 目 次 ＞ 

第一章 現場を振り返る 

  一、日本の中のアジア－在日朝鮮人との出会いから 

  二、むくげの会のこと 

  三、東アジアの和解と共生を問う 

  四、神戸学生青年センターのこと 

第二章 “昭和天皇の死”と朝鮮 

  一、昭和天皇の死と朝鮮 

  二、昭和天皇の「お言葉」問題、その後 

  三、昭和の皇民化政策 

第三章 歴史を知る 

  一、朝鮮人強制連行と「宗教教師勤労動員令」 

  二、Ｌ・Ｌ・ヤングと在日朝鮮人キリスト者 

  三、ＹＨ貿易事件 

第四章 韓国を歩く 

  一、はじめての韓国 

  二、仮面劇・光州 

  三、日韓ＮＣＣ-ＵＲＭ協議会 

第五章 現場を綴る 

  神戸の現場から他 

第六章 本を読む 

  李仁夏著『自分を愛するように「生活の座」から、 

  み言に聞く』ほか 

 

 
飛田雄一『旅行作家な気分』 

（合同出版 2017.1 四六版 272頁 1620円） 

＜目次＞ 

01 アジアの中の日本--韓国・北朝鮮・中国への旅から 

02 随想 済州島行 

03 延辺朝鮮族自治州への旅 

04 韓国への旅 友を訪ねて三千里 

05 韓国への旅 神戸電鉄敷設工事で犠牲となった朝鮮人

労働者の遺族を訪ねて 

06 韓国原州に張壹淳先生の墓地を訪ねて 

07 韓国お祭りツアー第１弾 江陵端午祭--「見るもの聞

くもの、これぞ、お祭り」 

08 南京大虐殺の現場を訪ねる旅 

09 阪神教育闘争犠牲者の遺族を韓国に訪ねる 

10 韓国お祭りツアー第３弾 珍島霊登祭 

11 韓国「民草」ツアー第１弾 東学の道 

12 韓国「民草」ツアー第２弾 済州島「4・3+ハルラ

山」 

13 南京再訪 そして７３１＆安重根のハルビンへ 

14 朝鮮民主主義人民共和国ツアー 

15 「南京大虐殺への道」を訪ねて 

16 韓国お祭りツアー第４弾 安東国際仮面劇フェスティ

バル-訪問の記 

17 張壹淳先生10周忌の集いに原州を訪問して 

18 上海・南京・大連・旅順フィールドワーク--神戸・南

京をむすぶ会 

19 第２回日韓歴史研究者共同学会in釜山 

20 済州島フィールドワーク--２００６夏・日本軍の作っ

た軍事施設跡を訪ねる 

21 済州島一周サイクリング（２００７年） 

22 済州島一周サイクリング（２００８年） 

23 中央アジアのコリアンを訪ねる旅--カザフスタン、ウ

ズベキスタン 

24 延吉に尹東柱の生家などを訪ねて 

25 南京・海南島・上海への旅--神戸・南京をむすぶ会フ

ィールドワーク２０１１夏 

26 ソウル漢江・サイクリング 

27 むくげの会 釜山・慶州合宿レポート 

28 またまた行ってきました 済州島一周サイクリング 

29 クルーズで釜山に行ってきました 

30 黄埔軍官学校と朝鮮人--神戸・南京をむすぶ会第19次

訪中レポート 

31 済州島・李仲燮美術館 

32 麗水・順天を訪ねて 

 

 
飛田雄一『心に刻み 石に刻む——在日コリアンと私』 

（三一書房 2016.11 四六判 255頁 1944円） 

＜目次＞ 

巻頭インタビュー（聞き手：川瀬俊治） 

第一章 総論 

・私の市民運動〝ことはじめ″、そしてそれから 

第２章 歴史編 

・一九六一年・武庫川河川敷の強制代執行 

・アジア・太平洋戦争下、神戸港における朝鮮人・中国人・ 

   連合国軍捕虜の強制連行・強制労働ほか 

第３章 法的地位 

・サンフランシスコ平和条約と在日朝鮮人 

・ＧＨＱ占領下の在日朝鮮人の強制送還 

・難民条約発効より二〇年——改めて日本の難民政策を考え

る——ほか 

● 

 アマゾンでも購入できますが、飛田直営店での購入をよろ

しく。送料とも『現場を歩く、現場を綴る』1500円、『心

に刻み、石に刻む』1800円、『旅行作家な気分』1500円。

申し込みは、飛田hida@ksyc.jpまたは FAX 078-821-58

78（神戸学生青年センター）まで。郵便振替用紙を同封して

お送りします。 
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